
 

第３号議案 

令和８年度事業計画（案） 
 

近年、高圧ガスに係る産業保安を取り巻く状況としては、全国的には事故件数が高止

まり状態であり、事故の未然防止に向けた対応が急務となっている。なかでも、配管の

腐食などの設備の老朽化やベテラン従業員の退職に伴う誤操作・誤判断などは、事故に

つながる大きなリスクとなっており、事故を未然に防止するため、本県においても、設

備の異常を早期に発見できる設備管理を推進するとともに、こうした業務に関するベテ

ラン従業員の技術を若手従業員にしっかりと伝承するなど、事業所のリスク対策や従事

者全体の保安技術の向上対策の推進が重要となっている。 

当協会では、これまで「コールド・エバポレータ取扱指針」、「保安管理ノウホワイ

（know-why）集」、「保安教育用映像資料」等を作成・普及し、会員事業所の高圧ガスの

保安管理技術の向上に取り組んできている。令和６年度には「高圧ガス製造許可申請等

の手引き」の改定、令和７年度には、「製造施設の位置、構造及び技術上の基準の解説 

保安検査受検時の留意点（一般高圧ガス 定置式設備編）」を策定するなど、時宜に応

じた取組みを実施してきたところである。 

 

本年度は引き続き保安講習会の開催やウェブサイト等を通じた情報提供により、事業

者の自主保安の高度化を支援するとともに、保安教育用映像資料による啓発に取り組む

など業界全体の保安技術・保安意識の底上げを図る。 

さらに、会員事業者から問合せの多い「高圧ガス保安法の解釈・手続きに係るＱ＆Ａ」

を取りまとめ、ウェブサイトに掲載する。 

令和８年度は、次の重点目標を掲げ、事故の未然防止に努める。 

 

① 「安全」を最優先とした企業風土の定着 

「安全第一」が経営の基本理念であることを再度確認のうえ、経営トップが積極

的に保安に関与するとともに、従業員に対する保安教育や防災訓練を積極的に実施

し、法令遵守はもとより、「安全」を最優先とした企業風土を定着させる。 

② 保安技術・技能・意識の向上 

経済・社会状況等が変化する中でも保安レベルの維持・向上を図るため、指導者

を確保するとともに、従業員の保安技術・意識・リスク感性を高める取組みを進め、

「保安のプロ」を育成する。また、昨今のＩоＴやＡＩなど安全性と効率性を高め

る新技術の導入等によりスマート保安の促進を図る。 

③ 緊急時の対応等危機管理体制の確立 

災害の発生等緊急事態が発生した場合、迅速かつ適切に対応できるように、防災

組織の整備や訓練の実施により危機管理体制を確立する。 



 

 

 

１ 啓発活動の実施 

(1) ポスター等の配布 

高圧ガス保安活動促進週間に合わせてポスター等を配布し、保安意識の高揚及

び保安活動の促進を図る。 

(2) 教育用資器材等の貸出し 

会員に対し、保安教育用ＤＶＤ等の貸出しを行う。 

(3) ウェブサイトの運営等 

ウェブサイトに、講習会等の開催案内や保安技術、事故事例等各種の保安情報

を掲載するとともに、メーリングリスト等を活用して幅広く情報提供を行う。 

 

２ 表彰の実施 

高圧ガスの保安に関し優れた功績のあった者に対して表彰等を行う。 

 

３ 「安全」確保のための講習会等の開催 

次の保安講習会等を開催する。 

(1) 保安講習会 

(2) 保安監督者講習会 

(3) 丙種化学特別講習技術検定 

(4) 高圧ガス製造保安責任者試験準備講習会 

  

４ 危機管理体制の確立のための組織整備等の推進 

協会は、会員の危機管理体制の確立及び緊急時対応能力の向上を図るため、富山県

及び富山県高圧ガス地域防災協議会が主催する移動防災訓練への参加を呼びかける。 

 

５ 会員事業所の高圧ガス保安教育の支援 

(1) 高圧ガス保安教育用映像資料の活用促進 

高圧ガス設備の取扱いや点検・維持管理のポイント等をまとめた保安教育用映

像資料について、会員事業所等に幅広く活用を呼びかける。 

(2) 「製造施設の位置、構造及び技術上の基準の解説 保安検査受検時の留意点 

（一般高圧ガス 定置式設備編）」の活用促進 

技術基準等の解説や保安検査のポイント等をまとめた標記資料について、会員

事業所に広く活用を呼びかける。 

(3) 「高圧ガス保安法の解釈・手続きに係るＱ＆Ａ集（仮称）」の作成 

高圧ガス保安法に関する疑義や法解釈、詳細な運用について、簡便に参照でき

るＱ＆Ａ集を公表し、従事者の法の理解促進や手続きの適正化を図る。 

事業の概要 



 

 

６ 保安技術研究会等の開催 

(1) 保安管理研究会 

保安向上に向けて全国の先進的な事例や事故原因の調査を継続的に実施し、高圧

ガスに関する保安管理技術について検討する必要がある場合に開催する。 

(2) 販売技術研究会 

高圧ガス消費事業所において伝承すべき保安管理技術の整理や保安教育を行う

上でのマンネリ化を防ぐ工夫について検討する必要がある場合に開催する。 

(3) 容器管理専門委員会 

保安向上に向けて全国の先進的な事例や事故原因の調査を継続的に実施し、高圧

ガス容器管理を検討する必要がある場合に開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


